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� 武士は、袂を分ったり、袂を連ねたり。女は袂に縋がったり、袂を絞った
り、袂の露だったり。袂は日本人に寄り添ってきた。

　そう、袖もそうだ。　「袖振り合うも多生の縁」からはじまり、敬意を表す
る仕草の「袖打ち合わす」。　物乞いすることを「袖をひろぐ」。人を誘う
「袖を引く」。初めて着るときは「袖を通す」

　袖は古く万葉集によく出てくる。
　袖は袂より顔に近かったせいで、袂以上に涙と連携する。
「袖に時雨しぐる」「袖に縋がる」「袖振る」「」袖を濡らす「袖に湊｛みな
と｝の騒ぐ」「袖の雨」「袖の海」。　みな涙で袖が濡れるの意味。

　男女の機微もある。「袖に墨付く」→人に恋い慕われるきざしがあること。
「袖を片敷く
」→衣の片袖を敷いて一人寝をする。「袖纏｛ま｝き干す」→共寝して、涙に
濡れた袖を干す

　洋装のいま、ポケットが幅を利かす。涙^��&g&ハンカチーフ。��
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